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C H A P T E R 1
テクノロジーの使用例

• Cisco HyperFlex Edge（1ページ）

Cisco HyperFlex Edge

はじめに

Cisco HyperFlex Edgeは、リモートオフィス/ブランチオフィス（ROBO）環境およびエッジ環
境にシンプルなハイパーコンバージェンスを提供します。このドキュメントでは、HyperFlex
Edgeの導入について説明します。

制限とサポートの概要

サポート制限対象

2ノードクラスタ

HX220cM5Hybrid/HXAF220cM5オールフラッ
シュ

2ノードクラスタには、初期展開と
継続的な管理のためのインターサイ

トが必要です

（注）

3ノードクラスタ

• HX220c M5 Hybrid/HXAF220c M5オール
フラッシュ

• HX220c M4 Hybrid/HXAF220c M4オール
フラッシュ

4ノードクラスタ

HX220cM5Hybrid/HXAF220cM5オールフラッ
シュ

クラスタサイズとタイプ
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サポート制限対象

2

実稼働データが適切に保護されてい

ることを確認するには、信頼性の高

いバックアップ戦略が強く推奨され

ます。

（注）

レプリケーションファクタ

1GEまたは10/25GEネットワーキング（Cisco
UCSファブリックインターコネクトなし）。

HX Edgeシステムは、QoSの実装を行いませ
ん。

ネットワーキング

最大 100vCenterあたりの HXクラスタ数

Cisco HyperFlex Edgeリリース 3.5導入ガイド
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第 2 章

展開オプション

• HyperFlex Edge導入オプション（3ページ）

HyperFlex Edge導入オプション
HyperFlexEdgeは、Cisco Intersightを使用してクラウドから、またはオンプレミスのインストー
ラアプライアンスを使用して導入できます。要件に応じて、次の2つのオプションから選択で
きます。

• HyperFlexオンプレミス OVAインストーラ：3～ 4個のノードクラスタのオンプレミス
での Edgeの導入には、このオプションを使用します。このタイプの導入は 3つすべての
ネットワークトポロジをサポートし、アプライアンスのダウンロードとインストールに加

えて、ローカルネットワークアクセスが必要です。

オンプレミスのインストーラの使用は、2つのノードのHyperFlex
Edgeクラスタではサポートされていません。

（注）

• Intersightインストーラ：クラウドから HyperFlex Edgeを導入するには、Edgeのこのオプ
ションを使用します。この導入オプションは、すべての Edgeクラスタサイズとネット
ワークトポロジをサポートします。

本書では、オンプレミス OVAインストーラを使用した導入についてのみ説明します。

Cisco Intersightを使用してHyperFlex Edgeクラスタを導入するには、『Cisco Intersight向けCisco
HyperFlexシステムインストールガイド』で詳細な導入方法を参照してください。CiscoIntersight
HXインストーラを使用すると、HyperFlex Edgeクラスタを短時間で展開できます。このイン
ストーラでは、HXクラスタプロファイルと呼ばれるクラスタの事前設定定義が作成されま
す。この定義は、HXEdgeクラスタ内のHXノードを論理的に表現したものです。CiscoIntersight
でプロビジョニングされた各 HXノードが、HXクラスタプロファイルで指定されます。

追加ゲスト VM VLANはオプションです。シンプルなネットワーク設計の維持を望む環境で
は、ゲスト VMトラフィックに上記の同じ管理 VLANを使用できます。

Cisco HyperFlex Edgeリリース 3.5導入ガイド
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Cisco VICの特性は、同じ物理ポートから複数の vNICsから切り離されているため、同じホス
ト上で実行されているインターフェイスまたはサービスに L2で通信するために、
vswitch-hx-vm-network上でゲストVMトラフィックを設定することはできません。a)別のVLAN
を使用し L3ルーティングを実行するか、b)管理インターフェイスへのアクセスが必要なゲス
ト VMが vswitch-hx-inband-mgmt vSwitchに配置されていることを推奨します。一般に、
vm-network vSwitchを除き、ゲストVMをHyperFlexで設定された vSwitchesのいずれにも配置
しないでください。使用例としては、いずれかのノードで vCenterを実行する必要があり、実
行している ESXiホストを管理するための接続が必要な場合などがあります。この場合は、上
記の推奨事項のいずれかを使用して、接続が中断されないようにします。

（注）
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4

展開オプション

HyperFlex Edge導入オプション



第 3 章

インストール前のチェックリスト

展開のインストール前チェックリストを選択します。

•この章について（5ページ）
•シングルスイッチの設定（5ページ）
•デュアルスイッチの設定（9ページ）
• 10/25GEスイッチの設定（13ページ）
•ネットワークの共通要件（16ページ）
• 3.x展開向けHyperFlex Edgeおよびファームウェア互換性マトリックス（29ページ）
• Intersightの接続性（30ページ）

この章について
Cisco HyperFlex Edge製品は、要件および使用可能なスイッチングハードウェアに応じて、シ
ングル1 GgEスイッチ、デュアル1 GbEスイッチ、および10 GbE（シングルまたはデュアル）
スイッチの3つのネットワークトポロジをサポートしています。この章では、トポロジごとに
固有の要件に加えて、3つのトポロジすべてに適用される一般的なネットワーク要件について
説明します。

シングルスイッチの設定
シングルスイッチの設定では、サーバごとに 1台のスイッチと 2つの 1 GEポートのみを必要
とする単純なトポロジが実現します。リンクまたはスイッチの冗長性はありません。サポート

されている 2つのネットワークポート設定は、アクセスポートとトランクポートです。

Cisco HyperFlex Edgeリリース 3.5導入ガイド
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ネットワークトポロジ（Network Topology）

アップストリームネットワークの要件

• VLAN機能を備えたマネージドスイッチ

• 3つの HyperFlexノード用の 6個の物理 1 GEポート

•ジャンボフレームを設定する必要はありません。

• Cisco IntegratedManagement Controller（CIMC）へのアクセスを中断させないために、すべ
てのポートに PortFastまたは PortFastトランクを設定する必要があります。

仮想ネットワークの要件

各 ESXiホストの推奨設定では、次のネットワークを分離する必要があります。

•管理トラフィックネットワーク

•データトラフィックネットワーク

• VMotionネットワーク

• VMネットワーク

最小ネットワーク構成では、最小限で次の 2つの個別ネットワークが必要です。

•管理ネットワーク（VMotionと VMネットワークを含む）

•データネットワーク（ストレージトラフィック用）

それぞれのネットワークに対応する 2つの vSwitchが必要です。

Cisco HyperFlex Edgeリリース 3.5導入ガイド
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• vswitch-hx-inband-mgmt：ESXi管理（vmk0）、ストレージコントローラ管理、VMotion
（vmk2）、VMゲストポートグループ

• vswitch-hx-storage-data：HyperFlexストレージデータネットワーク、ハイパーバイザス
トレージインターフェイス（vmk1）

シングルスイッチの設定を使用してHyperFlex Edgeを導入すると、ストレージデータ vSwitch
および関連付けられたポートグループのフェールオーバー順序（スタンバイアダプタのみ追加

された状態）が表示されます。アクティブアダプタが不足している場合でも、それが原因でク

ラスタに機能上の問題が生じることはありません。フェールオーバー順序はインストールプロ

セスで設定された順序のままにしておくことを推奨します。

（注）

ポート要件

サーバごとに 2つの 1GEポートが必要です。

•ポート 1：管理（ESXiと CIMC）、vMotionトラフィック、およびVMゲストトラフィッ
ク

•ポート 2：HyperFlexストレージトラフィック

•サポートされているネットワークポート設定は、アクセスポートとトランクポートの 2
つです。

•スパニングツリー PortFast（アクセスポート）または PortFastトランク（トランクポー
ト）は、HyperFlexサーバに接続しているすべてのネットワークポートで有効にする必要
があります。

• PortFastの設定に失敗すると、ESXiの起動時にCIMCが断続的に切断され、物理リン
ク障害時に必要なネットワークの再コンバージェンスよりも長く時間がかかります。

•導入環境でアクセスポートまたはトランクポートのどちらを使用するかを決定するには、
後続の「アクセスポートとトランクポートについて」を参照してください。

物理ネットワークトポロジのガイダンス

Cisco HyperFlex Edgeリリース 3.5導入ガイド
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•両方の統合 LOMポートを同じ ToRスイッチにケーブル接続します。

•必要に応じて、専用のCIMCポートを同じスイッチまたはアウトオブバンド管理スイッチ
にケーブル接続します。

• VICで 10GEポートを使用しないでください。

アクセスポートとトランクポートについて

イーサネットインターフェイスは、次のように、アクセスポートまたはトランクポートとし

て設定できます。

•アクセスポートはインターフェイス上に設定された 1つの VLANだけに対応し、1つの
VLANのトラフィックだけを伝送します。

•トランクポートはインターフェイス上に設定された 1つ以上の VLANに対応しているた
め、複数の VLANのトラフィックを同時に伝送できます。

次の表に、アクセスポートとトランクポートの違いの概要を示します。この表に記載されて

いる詳細を確認して、導入環境に使用するポートを決定できます。

このガイドはトランクポートを前提に書かれています。ユーザの導入環境にもトランクポー

トを強く推奨します。

重要

Access PortsTrunk Ports

トランクポートよりも導入プロセスがシンプ

ルです。

CIMC、ESXi、および HXデータプラット
フォームインストーラ内で行う必要があるもっ

と多くの VLANタグのセットアップと定義が
必要になります。

Cisco HyperFlex Edgeリリース 3.5導入ガイド
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Access PortsTrunk Ports

管理、vMotion、およびVMゲストトラフィッ
クで単一のサブネットを共有する必要があり

ます。

管理、vMotion、およびVMゲストトラフィッ
クを異なるサブネットに論理的に分けること

ができます。

個別の VLANにポート 1と 2を設定するため
のマネージドスイッチが必要です。ストレー

ジトラフィックは、例外なく、専用の VLAN
を使用する必要があります。

ESXiに L2ネットワークを追加できる柔軟性
があります。

トランクポートとアクセスポートのいずれにも、個別の VLANにポート 1と 2を設定するた
めのマネージドスイッチが必要です。

（注）

詳細については、『ネットワーク設定例』を参照してください。

デュアルスイッチの設定
デュアルスイッチの設定には、スイッチの障害、リンクとポートの障害、LOM/PCIe NICハー
ドウェアの障害から保護する完全な冗長性を備えた、少し複雑なトポロジが含まれます。サー

バごとに、スタンドアロンまたはスタック構成のスイッチが 2台、1GEポートが 4個、および
追加の PCIe NICが 1つ必要です。トランクポートは、唯一サポートされているネットワーク
ポート設定です。

Cisco HyperFlex Edgeリリース 3.5導入ガイド
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ネットワークトポロジ（Network Topology）

アップストリームネットワークの要件

• VLAN機能を備えた 2台のマネージドスイッチ（スタンドアロンまたはスタック構成）

• 3つの HyperFlexノード向けの、12個の物理 1GEポート

12個のポートはすべてトランクで、適用可能なすべての VLANを許可する必要がありま
す。

•ジャンボフレームを設定する必要はありません。

• Cisco IntegratedManagement Controller（CIMC）へのアクセスを中断させないために、すべ
てのポートに PortFastトランクを設定する必要があります。

仮想ネットワークの要件

各 ESXiホストの推奨設定では、次のネットワークを分離する必要があります。

•管理トラフィックネットワーク

•データトラフィックネットワーク

• VMotionネットワーク

• VMネットワーク

Cisco HyperFlex Edgeリリース 3.5導入ガイド
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最小ネットワーク構成では、最小限で次の 2つの個別ネットワークが必要です。

•管理ネットワーク（VMotionと VMネットワークを含む）

•データネットワーク（ストレージトラフィック用）

それぞれのネットワークに対応する 2つの vSwitchが必要です。

• vswitch-hx-inband-mgmt：ESXi管理（vmk0）、ストレージコントローラ管理、VMゲス
トポートグループ

• vswitch-hx-storage-data：HyperFlexストレージデータネットワーク、ハイパーバイザス
トレージインターフェイス（vmk1）、VMotion（vmk2）

フェールオーバーの順序：

• vswitch-hx-inband-mgmt：vSwitch全体がアクティブ/スタンバイに設定されます。デフォ
ルトでは、すべてのサービスが1つのアップリンクポートを使用し、必要に応じてフェー
ルオーバーされます。VMポートグループのフェールオーバー順序は、必要に応じてオー
バーライドできます。

• vswitch-hx-storage-data：HyperFlexストレージデータネットワークと vmk1は、同じアク
ティブ/スタンバイ順序に設定されます。post_installスクリプトを使用して設定されて

いる場合、vMotion VMKernelポートは反対の順序を使用するように設定されます。

ポート要件

サーバごとに 4つの 1GEポートが必要です。

•ポート 1：管理（ESXi、HyperFlexコントローラ、CIMC）および VMゲストトラフィッ
ク

•ポート 2：HyperFlexストレージトラフィック（および VMotionスタンバイ）

•ポート 3：VMゲストトラフィック（および管理スタンバイ）

•ポート 4：VMotionトラフィック（およびストレージスタンバイ）

• LOMを使用している 2つのポートと PCIeアドイン NICからの 2つのポート

• 1つの LOMと 1つの PCIeポートが、冗長構成の管理トラフィックと VMゲストト
ラフィックを処理します。

•冗長構成および負荷分散構成にある 1つの LOMと 1つの PCIeポートが、ストレージ
データと VMotionトラフィックを処理します。

•このトポロジでは、Intel i350クワッドポートNIC（UCSC-PCIE-IRJ45）を取り付ける必要
があります。

• NICは発注時に選択して、工場出荷時に取り付けることができます。

•個別に発注した場合は現場でNICを取り付けます。ライザ #1または #2を使用できま
すが、ライザ #1の使用を推奨します。

Cisco HyperFlex Edgeリリース 3.5導入ガイド
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•トランクポートはデュアルスイッチの設定でのみサポートされています。

•スパニングツリー PortFastトランクは、HyperFlexサーバに接続しているすべてのネット
ワークポートで有効にする必要があります。

• PortFastの設定に失敗すると、ESXiの起動時にCIMCが断続的に切断され、物理リン
ク障害時に必要なネットワークの再コンバージェンスよりも長く時間がかかります。

物理ネットワークトポロジのガイダンス

適切なケーブル配線は、ネットワークの完全な冗長性を確保するために重要です。警告

•両方の統合 LOMポートを同じ ToRスイッチにケーブル接続します。

• 4つの PCIe NICポートのうち、任意の 2つのポートを同じ ToRスイッチにケーブル接続
します。インストール前に 3つ以上の PCIe NICポートを接続しないでください。クラス
タのインストール後は、残りのポートを自由に使用できます。

•冗長性はvSwitchレベルで確保され、オンボードLOMからの1つのアップリンクポート、
および各 vSwitchの PCIe NICからの 1つのアップリンクポートが含まれます。

•必要に応じて、専用のCIMCポートを同じスイッチまたはアウトオブバンド管理スイッチ
にケーブル接続します。

Cisco HyperFlex Edgeリリース 3.5導入ガイド
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• VICで 10GEポートを使用しないでください。

10/25GEスイッチの設定
10 GEスイッチの設定は、スイッチの不具合（デュアルまたはスタック構成スイッチを使用し
ている場合）、リンクの障害およびポートの障害から保護する完全な冗長テクノロジーを提供

します。10/25GEスイッチにはスタンドアロン構成とスタック構成があります。さらに、この
設定には次が必要です。

• 10/25GEポート 2つと VIC 1387 1つ（サーバごとに 2つの QSA）

•トランクモードの使用

• Intersightではなくオンプレミス OVAインストーラを使用した導入

ネットワークトポロジ（Network Topology）

アップストリームネットワークの要件

• VIC 1387を使用するサーバごとに 10/25GEポートが 2つ必要です。

• Hypervisorの場合と同じく、各物理 VICポートは論理的に 4つの vNICに分かれてい
ます。

Cisco HyperFlex Edgeリリース 3.5導入ガイド
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10/25GEの速度のみがサポートされています（40 Gbはなし）

• M5サーバが 10/25GEの速度に到達するには、VIC 1387と QSA 2個が必要です。

• M4サーバが 10/25GEの速度に到達するには、VIC 1227が必要です。

•追加 NICカード

•必要に応じて、HXEdgeノードにサードパーティ製のNICカードをさらにインストー
ルできます。

• VIC以外のすべてのインターフェイスは、インストールが完了するまでシャットダウ
ンする必要があります。

• HX Edgeノードごとに 1つの VICのみがサポートされます。

• 10/25GEスイッチの設定ではトランクポートのみサポートされています。

•スパニングツリー PortFastトランクは、Hxサーバに接続しているすべてのネットワーク
ポートで有効にする必要があります。

PortFastの設定に失敗すると、物理リンク障害時に必要なネット
ワークの再コンバージェンスよりも長く時間がかかります。

（注）

仮想ネットワークの要件

vSwitchが 4つ必要です。

• vswitch-hx-inband-mgmt—ESXi管理 (vmk0)、ストレージコントローラ管理

• vswitch-hx-storage-data：HyperFlexストレージデータネットワーク、ハイパーバイザス
トレージインターフェイス（vmk1）

• vmotion：vMotion（vmk2）

• vswitch-hx-vm-networ：VMゲストポートグループ

Cisco HyperFlex Edgeリリース 3.5導入ガイド
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Cisco VICの特性は、同じ物理ポートから複数の vNICsから切り
離されているため、同じホスト上で実行されているインターフェ

イスまたはサービスにL2で通信するために、vswitch-hx-vm-network
上でゲストVMトラフィックを設定することはできません。a)別
のVLANを使用しL3ルーティングを実行するか、b)管理インター
フェイスへのアクセスが必要なゲスト VMが
vswitch-hx-inband-mgmt vSwitchに配置されていることを推奨しま
す。一般に、vm-network vSwitchを除き、ゲストVMをHyperFlex
で設定された vSwitchesのいずれにも配置しないでください。使
用例としては、いずれかのノードで vCenterを実行する必要があ
り、実行している ESXiホストを管理するための接続が必要な場
合などがあります。この場合は、上記の推奨事項のいずれかを使

用して、接続が中断されないようにします。

（注）

フェールオーバーの順序：

• vswitch-hx-inband-mgmt：vSwitch全体がアクティブ/スタンバイに設定されます。デフォ
ルトでは、すべてのサービスが1つのアップリンクポートを使用し、必要に応じてフェー
ルオーバーされます。VMポートグループのフェールオーバー順序は、必要に応じてオー
バーライドできます。

• vswitch-hx-storage-data：HyperFlexストレージデータネットワークと vmk1は、同じアク
ティブ/スタンバイ順序に設定されます。

• post_install：vMotionVMKernelポート（vmk2）は post_installスクリプトの使用時に設定さ
れます。フェールオーバーの順序は、アクティブ/スタンバイに設定されます。

• vswitch-hx-vm-network：vSwitchがアクティブ/アクティブに設定されます。必要に応じて、
個々のポートグループを上書きできます。

ポート要件

物理ネットワークトポロジのガイダンス
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• M5サーバでは、Cisco 40 G～ 10 Gの QSAが両方の VICポートにインストールされてい
ることを確認します。

•単一の 10GEスイッチを使用している場合は、両方の 10GEポートを同じスイッチにケー
ブル接続します。

•デュアル 10GEスイッチまたはスタック構成のスイッチを使用している場合、各スイッチ
に 1つの 10GEポートをケーブル接続し、すべてのノードのポート番号 1がすべて同じス
イッチに接続され、すべてのノードのポート番号2がすべてその他のスイッチに接続され
ていることを確認します。

•専用のCIMCポートを同じスイッチまたはアウトオブバンド管理スイッチにケーブル接続
します。

ネットワークの共通要件
インストールを開始する前に、お使いの環境が次の特定のソフトウェアおよびハードウェア要

件を満たしていることを確認します。

HyperFlexM5ノードでは、1GEトポロジを使用している場合、すべてのスイッチポートでポー
ト速度を手動で 1000/fullに設定します。ネットワークの共通要件（16ページ）を参照してく
ださい。

注目

VLANの要件

シングルスイッチネットワークトポロジ

Cisco HyperFlex Edgeリリース 3.5導入ガイド
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デュアルスイッチネットワークトポロジ

説明VLAN IDネットワーク

次の各ネットワークに個別のサブネットと VLANを使用します。
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説明VLAN IDネットワーク

ESXi、HyperFlex、およびVMware
vCenter間の管理トラフィック用に
使用され、ルーティング可能であ

る必要があります。

この VLANは Intersight
にアクセスできる必要が

あります。

（注）

VMware ESXiおよび Cisco
HyperFlex管理用 VLAN

管理 VLANと同じまたは異なる
VLANを指定できます。

この VLANは Intersight
にアクセスできる必要が

あります。

（注）

CIMC VLAN

ストレージトラフィック用に使用

されます。L2接続だけを必要とし
ます。

HyperFlexストレージトラフィッ
ク用 VLAN

vMotionVLANに使用されます（該
当する場合）。

管理VLANと同じVLAN
を指定できますが、推奨

されません。

（注）

VLAN for VMware vMotion

VM/アプリケーションネットワー
クに使用されます。

ESXiの VMポートグ
ループによって分けられ

ている複数のVLANであ
ることがあります。

（注）

VMネットワーク用 VLAN

インバンド CIMCとアウトオブバンド CIMC

このガイドでは、Shared LOMExtモードを使用するインバンドCIMCを使用することを前提と
しています。結果として、CIMC管理トラフィックが LOMポートで vSphereトラフィックと
多重化され、ケーブル配線、スイッチポート、追加の構成が削減されます。

アウトオブバンド用途では専用CIMC管理ポートを使用することもできます。ユーザーはアッ
プストリームスイッチの設定を計画する際は、この 3番目の 1GEポートを考慮する必要があ
ります。また、ユーザーはCIMCの設定時にCIMCを専用モードに設定する必要があります。
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CIMCを専用NICモードで設定するには、Cisco UCS C-シリーズのマニュアルを参照してくだ
さい。設定を保存する前に、[NIC properties]で NICモードを [dedicated]に設定します。

いずれの場合も、CIMCから Intersightへのネットワークアクセスが必要です。

サポートされている vCenterトポロジ

次の表を使用して、サポートされている vCenterのトポロジを特定します。

推奨事項説明トポロジ

強く推奨します。外部サーバで実行され、サイ

トに対してローカル扱いとな

る仮想または物理vCenter。こ
のサーバには、管理ラックマ

ウントサーバを使用できま

す。

単一 vCenter

強く推奨します。WAN全体で複数のサイトを管
理する vCenter。

中央 vCenter

HyperFlex Edgeクラスタのイ
ンストールは、vCenterがなく
ても実行できます。また、外

部vCenterを使用して展開し、
クラスタに移行することもで

きます。

最新情報については、『How
toDeploy vCenter on the HXData
Platform』テクニカルノートを
参照してください。

展開予定のクラスタ内で実行

される vCenter。
ネスト vCenter

顧客の展開情報

一般的な 3ノードの HyperFlex Edgeの導入の場合、13個の IPアドレスが必要です -管理ネッ
トワーク用の 10個の IPアドレスと vMotionネットワーク用の 3個の IPアドレス。

CIMC管理 IPアドレス

CIMC管理 IPアドレスサーバ

Server 1

Server 2

Server 3

サブネットマスク
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CIMC管理 IPアドレスサーバ

Gateway

DNS Server

NTP Server

適切な Intersight接続を確保するため
には、CIMCにNTPを設定する必要
があります。

（注）

ネットワーク IPアドレス

デフォルトでは、HXインストーラにより、ハイパーバイザデータネットワークとストレージ
コントローラデータネットワークに 169.254.1.Xの範囲内の IPアドレスが自動的に割り当て
られます。

（注）

スパニングツリー PortFastトランク (トランクポート)は、すべてのネットワークポートで有
効にする必要があります。

PortFastの設定に失敗すると、ESXiの起動時に断続的に切断され、物理リンク障害時に必要な
ネットワークの再コンバージェンスよりも長く時間がかかります。

（注）

管理ネットワークの IPアドレス

（ルータブルであることが必要）

ストレージコントローラ管理ネットワークハイパーバイザ管理ネットワーク

サーバ 1：サーバ 1：

サーバ 2：サーバ 2：

サーバ 3：サーバ 3：

ストレージクラスタ管理 IPアドレス

サブネットマスク（Subnet mask）

デフォルトゲートウェイ（Default gateway）
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VMware vMotionネットワーク IPアドレス

vMotionサービスの場合、固有のVMKernelポートを設定します。必要であれば、vMotionの管
理 VLANを使用している場合は vmk0を再使用することもできます（非推奨）。

vMotionネットワークの IPアドレス（post_installスクリプトを使用して設
定されている）

サーバ

Server 1

Server 2

Server 3

サブネットマス

ク

Gateway

ポート要件

Intersightの接続性に記載されている前提条件に加えて、次のポート要件も満たしていることを
確認します。

重要

ネットワークがファイアウォールの背後にある場合は、標準のポート要件に加え、VMwareに
は VMware ESXiおよび VMware vCenterに対するポートが推奨されます。

• CIP-Mはクラスタ管理 IP用です。

• SCVMはコントローラ VMの管理 IPです。

• ESXiはハイパーバイザの管理 IPです。

次のファイアウォールポートが開いていることを確認します。

Time Server

基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

双方向Time Server各 ESXiノード

各 SVCMノード

CIMC

HX Data Platform
インストーラ

NTP/UDP123
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HX Data Platformインストーラ

基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

管理アドレス各 ESXiノードHX Data Platform
インストーラ

SSH/TCP22

管理アドレス各 SVCMノード

クラスタ管理CIP-M

CIMCアドレスCIMC

管理アドレス各 ESXiノードHX Data Platform
インストーラ

HTTP/TCP80

管理アドレス各 SVCMノード

クラスタ管理CIP-M

CIMCアドレスCIMC

管理アドレス各 ESXiノードHX Data Platform
インストーラ

HTTPS/TCP443

管理アドレス各 SVCMノード

クラスタ管理CIP-M

CIMCアドレスCIMC

管理アドレス各 ESXiノードHX Data Platform
インストーラ

vSphere SDK/TCP8089

vCenterHX Data Platform
インストーラ

Heartbeat/UDP/TCP902

管理アドレスESXi IPs

CVM IPs

HX Data Platform
インストーラ

ICMP7444

クラスタ管理CIP-MHX Data Platform
インストーラ

UDP/TCP9333

SoLへのダイレク
トアクセスを提

供する Cisco IMC
シェルを迂回可能

な LANポート上
のダイレクトシ

リアル。

CIMC SoLHX Data Platform
インストーラ

TCP2400

メールサーバ

クラスタイベントへの電子メールサブスクリプションではオプションです。
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基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

任意メールサーバ

（Mail Server）
各 SVCMノード

CIP-M

CIMC

SMTP/TCP25

モニタリング

UCSインフラストラクチャをモニタリングするためのオプション。

基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

オプションCIMCモニタリング

サーバ

SNMP Poll/UDP161

任意モニタリング

サーバ

CIMCSNMPトラッ
プ/UDP

162

DNS Server

基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

管理アドレスDNS各 ESXiノードDNS/TCP/UDP53（外部ルック
アップ）

管理アドレスDNS各 SVCMノード

クラスタ管理DNSCIP-M

DNS各CIMCアドレス

vCenter

基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

双方向各 SCVMノード

CIP-M

vCenterHTTP/TCP80

双方向各 ESXiノード

各 SVCMノード

CIP-M

vCenterHTTPS (プラグイ
ン)/TCP

443

双方向各 ESXiノード

各 SVCMノード

CIP-M

vCenterHTTPS (VC
SSO)/TCP

7444
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基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

双方向各 ESXiノード

各 SVCMノード

CIP-M

vCenterHTTPS (プラグイ
ン)/TCP

9443

各 ESXiノードvCenterCIMサーバ/TCP5989

このポートは、各

ホストからアクセ

ス可能である必要

があります。この

ポートがHXイン
ストーラから

ESXiホストに開
かれていない場

合、インストール

はエラーになりま

す。

HX Data Platform
インストーラ

ESXiサーバ

vCenterHeartbeat/TCP/UDP902

ユーザ

基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

管理アドレス各 ESXiノードUserSSH/TCP22

管理アドレス各 SVCMノード

クラスタ管理CIP-M

HX Data Platform
インストーラ

各CIMCアドレス各CIMCアドレス

vCenter

SSO Server

管理アドレス各 SVCMノードUserHTTP/TCP80

クラスタ管理CIP-M

CIMC

HX Data Platform
インストーラ

vCenter
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基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

各 SVCMノードUserHTTPS/TCP443

CIP-M

各CIMCアドレス各CIMCアドレス

HX Data Platform
インストーラ

vCenter

vCenter

SSO Server

UserHTTPS (SSO)/TCP7444

vCenterUserHTTPS (プラグイ
ン)/TCP

9443

SSO Server

基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

双方向各 ESXiノード

各 SCVMノード

CIP-M

SSO ServerHTTPS (SSO)/TCP7444

Replication

ネイティブ HX非同期クラスタからクラスタへの複製を構成する場合にのみ必要です。

基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノードデータサービス

マネージャピ

ア/TCP

9338

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノードデータサービス

マネージャ/TCP
9339

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノードCVM/TCPの複製3049

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノードクラスタマッ

プ/TCP
4049
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基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノードNR NFS/TCP4059

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノード複製サービス9098

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノードコーディネーショ

ン用 NRマス
ター/TCP

8889

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノードハイパーバイザ

サービス/TCP
9350

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノードHTTPS/TCP443

標準設定がなく、異なるポート設定が必要な場合は、環境のカスタマイズについて、表C-5ポー
トのリテラル値を参照してください。

ヒント

ハイパーバイザクレデンシャル

rootrootユーザ名

Cisco123

Cisco HXデータプラットフォーム
リリース3.0以降に基づく導入では、
インストールを開始する前にデフォ

ルトの工場出荷時のパスワードを変

更していない場合、新しいカスタム

パスワードを設定する必要がありま

す。

重要

rootパスワード
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VMware vCenterの構成

HyperFlexは標準ポートを介して vCenterと通信します。ポート 80はリバース HTTPプロキシ
で使用されますが、TACのサポートを受けて変更できます。ポート 443は vCenter SDKへのセ
キュア通信に使用され、変更することはできません。

（注）

vCenter管理ユーザ名

username@domain

vCenter管理パスワード

vCenterデータセンターの名前

VMware vSphereコンピューティン
グクラスタおよびストレージクラ

スタの名前

ネットワークサービス

• DNSサーバとNTPサーバは、HXストレージクラスタの外側に配置する必要があります。

•現時点では、信頼性の高いソースを提供するには、内部でホストされている NTPサーバ
を使用してください。

•すべての DNSサーバは、展開を開始する前に、ESXiの各ホストについて順方向 (A)およ
び逆方向 (PTR)の DNSレコードを事前設定しておく必要があります。DNSを前もって正
しく設定しておけば、ESXiホストを、IPアドレスではなく FQDNで vCenterに追加でき
ます。

この手順をスキップした場合には、ホストは IPアドレスで vCenterインベントリに追加さ
れ、ユーザは「vCenterクラスタのノードの識別方法を IPから FQDNに変更する」で説明
されている手続きに従って、FQDNに変換することが必要になります。

（注）

DNSサーバ

<Primary DNS Server IP address,
Secondary DNS Server IP address,
…>

NTPサーバ

<Primary NTP Server IP address,
Secondary NTP Server IP address,
…>
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タイムゾーン

例：米国/東部、米国/太平洋

コネクテッドサービス

[Enable Connected Services]（推
奨）

「はい」または「いいえ」で回

答する必要があります

サービス要求通知用の電子メー

ル

例：name@company.com

サポートされる VMware vSphereのバージョンとエディション

vSphereの互換性のあるバージョンがすべての HyperFlexサーバにプレインストールされてい
ることを確認します。

VMware vSphereのエディショ
ン

VMware vSphereのバージョンHyperFlexのバージョン（Cisco
Unified Communications Manager
Version）

Enterprise、Enterprise Plus、
Standard、Essentials Plus、
ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2パッ
チ 3、6.0 U2パッチ 4、6.0
U3、6.5 U1、6.7 U2

4.0

Enterprise、Enterprise Plus、
Standard、Essentials Plus、
ROBO

6.0 U3、6.5 U1、6.5 U2

6.0U3、6.5U1、6.5U2、6.7U1

3.5(x)

Enterprise、Enterprise Plus、
Standard、Essentials Plus、
ROBO

6.0 U3、6.5 U1、6.5 U23.0

物理要件

各 HX220cノードは 1 RUです。3ノードクラスタの場合、3 RUが必要です。

再インストール

HyperFlex Edgeシステムの再インストールを実行する場合は、Cisco TACにお問い合わせくだ
さい。
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3.x展開向けHyperFlex Edgeおよびファームウェア互換性
マトリックス

Cisco HXデータプラットフォームリリース 3.xに基づく導入

サーバのコンポーネントファームウェアが、次の表に示されている最小バージョン以上である

ことを確認します。

HyperFlex Edgeは、Cisco IMCバージョン 4.0 (4a)、4.0 (4b)、4.0 (4c)、4.0 (4d)、および 4.0 (4e)
をサポートしていません。

重要

表 1 : HX220c M4/HXAF220c M4クラスタ

ファームウェアの推奨バージョン

*(上記の重要な注意事項を必ず確認
してください)

ファームウェアの最小バー

ジョン - HXDP 3.x

* (上記の重要な注意事項を
必ず確認してください)

コンポーネント

4.0 (2f)3.0(3f)Cisco Integrated Management
Controller（CIMC）

4.0 (2f)

ソフトウェアのダウンロード

3.0(3f)

ソフトウェアのダウンロー

ド

HostUpgradeUtility（HUU）
ダウンロードリンク

表 2 : HX220c M5/HXAF220c M5クラスタ

ファームウェアの推奨バー

ジョン

* (上記の重要な注意事項を必
ず確認してください)

ファームウェアの最小バー

ジョン - HXDP 3.x

* (上記の重要な注意事項を必
ず確認してください)

コンポーネント

4.1(1h)3.1(2d)Cisco Integrated Management
Controller（CIMC）

4.1(1h)

ソフトウェアのダウンロード

3.1(2d)

ソフトウェアのダウンロード

Host UpgradeUtility（HUU）ダ
ウンロードリンク
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Intersightの接続性
Intersightの接続性に関連して、次の前提条件を検討してください。

• HXサーバのセットに HXクラスタをインストールする前に、対応する UCS Managerイン
スタンスのデバイスコネクタがCisco Intersightに接続するように適切に設定され、登録さ
れていることを確認します。

•すべてのデバイスコネクタは、svc.ucs-connect.comを適切に解決でき、かつポート 443の
アウトバウンドで開始されるHTTPS接続を許可する必要があります。HXインストーラの
現在のバージョンは、クラスタが再展開され、工場出荷時のものではない場合を除き、

HTTPプロキシの使用をサポートしています。

•すべてのコントローラの VM管理インターフェイスは、download.intersight.comを適切に
解決でき、ポート 443のアウトバウンドで開始される HTTPS接続を許可する必要があり
ます。HXインストーラの現在のバージョンは、クラスタが再展開され、工場出荷時のも
のではない場合を除き、直接インターネット接続が利用できない場合にHTTPプロキシの
使用をサポートしています。

•対象の ESXサーバ、HXコントローラネットワーク、および vCenterホストは、UCSファ
ブリックインターコネクトの管理インターフェイスからアクセスできる必要があります。

• HXDPリリース 3.5(2a)以降、Intersightインストーラでは、HyperFlexサーバ上に工場出荷
時にインストールされるコントローラ VMが不要になりました。

さらに、クラスタの展開後、継続的な管理のために Intersight内で新しい HXクラスタが自動
的に登録されます。
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第 4 章

インストール

•設置の概要（31ページ）
• 1GEおよび 10GEスイッチの設定に適用されます。（33ページ）
• 1GEスイッチの設定に適用（37ページ）
• 10GEスイッチの設定に適用（44ページ）
• HX Connectへのログイン（49ページ）

設置の概要

以前にHyperFlexクラスタノードが他のHyperFlexクラスタの一部であった場合（または工場出
荷前の場合）、クラスタの導入を開始する前にノードのクリーンアップ手順を実行します。詳

細については、『HyperFlex Customer Cleanup Guides for FI and Edge』を参照してください。

（注）

Edge導入のためのインストールワークフローの概要を示す次の表を参照してください。手順
1～ 3は、1 GEおよび 10 GEの同で共通です。ただし、ステップ 4は 1 GEの導入に適用され、
残りの手順 5～ 6は 10 GEの導入に適用されます。
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1GE & 10GE、
1GE、または
10GEに適用可
能

参照先説明手順

1GE & 10GEスイッチの設定に基づいて、以下から

選択します。

•シングルスイッチの設定（5
ページ）または、

•デュアルスイッチの設定（9
ページ）または、

• 10/25GEスイッチの設定（13
ページ）

•ネットワークの共通要件（16
ページ）

インストール前の

チェックリストに記入

します。

1

1GE & 10GE• Cisco HyperFlexノードの設置（
33ページ）

• Cisco Integrated Management
Controllerの設定

•ファームウェアバージョンの確
認（35ページ）

インストールの前提条

件を準備します。

2

1GE & 10GECisco HX Data Platformインストーラ
の導入（36ページ）

Cisco HXData Platform
インストーラをダウン

ロードして導入しま

す。

3

1GEのみ次の手順を実行して Edgeクラスタを
設定し、インストールが成功したこと

を確認します。

• HyperFlexクラスタの設定（37
ページ）

• CiscoHXData Platformソフトウェ
アのインストールの確認（44
ページ）

Cisco HyperFlex Edge
クラスタを展開しま

す。

4
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1GE & 10GE、
1GE、または
10GEに適用可
能

参照先説明手順

10GEのみ(10/25GEのみ)設定スクリプトの実行
（44ページ）

特定の設定タスクを完

了するには、インス

トーラ VMに SSH接
続し、スクリプトを実

行します。

5

10GEのみ(10/25GEのみ) HyperFlexクラスタの
設定（45ページ）

Cisco HyperFlex Edge
クラスタを展開しま

す。

[6]

1GEおよび 10GEスイッチの設定に適用されます。

Cisco HyperFlexノードの設置
Cisco HX220c M5 HyperFlexノードの設置については、『Cisco HX220c M5 HyperFlex Node
Installation Guide』を参照してください。

CIMC設定のために、コンソールドングルを使用して VGAモニタとキーボードを接続できま
す。サーバ背面のVGAポートとUSBポートに直接接続することもできます。または、ネット
ワークで DHCPサーバを利用できる場合は、CIMCの Lights-Out設定を実行できます。

重要

Cisco Integrated Management Controllerの設定
CIMCネットワークの設定方法（静的割り当てまたは DHCP割り当て）を 1つ選択します。

CIMCの設定：静的割り当て

Cisco IntegratedManagement Controller（CIMC）を設定するには、CIMCスタンドアロンモード
を有効にして、CIMCパスワードと設定を指定し、KVMを使用して静的 IPアドレスを手動で
設定する必要があります。そのためには、モニタとキーボードを使用して各サーバに物理的に

アクセスする必要があります。各サーバを 1台ずつ設定する必要があります。

アウトオブバンド用途では専用CIMC管理ポートを使用することもできます。ユーザーはアッ
プストリームスイッチの設定を計画する際は、この 3番目の 1GEポートを考慮する必要があ
ります。また、ユーザーはCIMCの設定時にCIMCを専用モードに設定する必要があります。
CIMCを専用NICモードで設定するには、Cisco UCS C-シリーズのマニュアルを参照してくだ
さい。設定を保存する前に、[NIC properties]で NICモードを [dedicated]に設定します。
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始める前に

•インストール前のチェックリスト（5ページ）の説明のとおりに、すべてのイーサネッ
トケーブルが接続されていることを確認します。

• VGAドングルをサーバに差し込み、モニタと USBキーボードを接続します。

ステップ 1 サーバの電源を投入して、画面にシスコロゴが表示されるまで待機します。

ステップ 2 ブートオプションのプロンプトが表示されたら、F8を押して Cisco IMC設定ユーティリティを起動しま
す。

ステップ 3 [CIMC User Details]で、[current CIMC password]に passwordと入力して、新しい CIMCパスワードを 2回
入力し、Enterを押して新しいパスワードを保存します。

システムには、インストール時に変更する必要があるデフォルトパスワードCisco123が付属して
います。ユーザーが入力した新しいパスワードを指定しない限り、インストールを続行できませ

ん。

重要

ステップ 4 [IP (Basic)]では、[IPV4]をオン、[DHCP enabled]をオフにして、[CIMC IP]、[Prefix/Subnet]マスク、およ
び [Gateway]の値を入力します。

ステップ 5 [VLAN (Advanced)] の [VLAN enabled]をオンにして、以下を実行します。

•トランクポートを使用する場合は、適切な [VLAN ID]を設定します。

•アクセスポートを使用する場合は、このフィールドを空白のままにします。

ステップ 6 残りの設定はデフォルトのままにします。F10を押して設定を保存し、ESCを押してユーティリティを終
了します。

ステップ 7 Webブラウザで CIMCページ（https://CIMC IP address）に直接移動します。

ステップ 8 ユーザ名 adminと新しい CIMCパスワードを入力し、[Log In]をクリックします。

ステップ 9 [Server] > [Power Policies]で、目的の操作に合わせて電源ポリシーを手動で設定します。

サーバのデフォルトは、工場出荷時に [Power Off]電力復元ポリシーに設定されています。

次のタスク

仮想KVMコンソールを使用することも、引き続き物理KVMを使用することもできます。SD
カードには工場出荷時に ESXiがプリインストールされており、インストール時に自動的に起
動します。

CIMCの設定：DHCP割り当て

Cisco IntegratedManagement Controller（CIMC）を設定するには、CIMCスタンドアロンモード
を有効にして、CIMCパスワードと設定を指定し、DHCPを使用して取得したダイナミック IP
アドレスを設定する必要があります。これには追加のネットワーク設定が必要ですが、HyperFlex
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Edgeノードの Lights-Out設定を有効にすることで設定が簡単になります。すべてのサーバに
よって自動的かつ同時にアドレスがリースされて、展開時間が短縮されます。

始める前に

•インストール前のチェックリスト（5ページ）の説明のとおりに、すべてのイーサネッ
トケーブルが接続されていることを確認します。

• DHCPサーバが正しく設定され、有効なスコープで稼働していることを確認します。

• DHCPサーバが管理 VLANで直接リッスンしているか、またはスイッチに IPヘルパーが
設定されていることを確認します。

•インバンド CIMCかアウトオブバンド CIMCのどちらかに決定します。

•インバンドCIMCを使用する場合は、正しいDHCPVLANに一致するように、すべて
の HyperFlex Edgeスイッチポートにネイティブ VLANを設定します。これは、確実
に CIMCがアドレスを自動的にリースできるようにする唯一の方法です。

•アウトオブバンドCIMCを使用する場合は、DHCPVLANでアクセスモード専用のス
イッチポートを設定します。

ステップ 1 電源ケーブルを接続します。

ステップ 2 DHCPログまたはリーステーブルにアクセスして、取得された CIMCアドレスを特定します。

ステップ 3 C220-<S/N>のホスト名を検索して HyperFlexサーバを見つけ、HX Data Platformインストーラへの入力が
必要なアドレスをメモします。

次のタスク

DHCPを使用する場合は、HyperFlexDataPlatformのインストールを開始する前にユーザ定義の
CIMCパスワードを手動で設定する必要があります。Web UIまたは CLIセッションのいずれ
かを使用して、新しいパスワードを設定します。デフォルトのパスワード（password）は変更
する必要があります。変更しないとインストールに失敗します。

ファームウェアバージョンの確認

現在の BIOS、CIMC、SAS HBA、およびドライブのファームウェアバージョンを表示して、
それらのバージョンが、リリースノートのデータと一致していることを確認します。

ステップ 1 お使いのブラウザで https://<CIMC IP>にアクセスして、CIMC Web UIにログインします。

ステップ 2 ナビゲーションウィンドウで [Server]をクリックします。

ステップ 3 [Server]ページで [Summary]をクリックします。
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ステップ 4 [Server Summary]ページの [Cisco Integrated Management Controller (CIMC) Information]セクションで、[BIOS
Version]と [CIMC Firmware Version]を見つけてメモします。

ステップ 5 CIMCで [Inventory] > [PCIe Adapters]に移動し、[SAS HBA Version]を見つけてメモします。

ステップ 6 CIMCで [Inventory] > [Storage Adapters]に移動します。

ステップ 7 使用しているサーバの種類に応じて、次のいずれかに移動します。

a) M4の場合は、[UCSC-SAS12GHBA] > [Details] > [Physical Drive Info]に移動して、ドライブの種類、
製造元、およびファームウェアバージョンをメモします。

b) M5の場合は、[UCSC-SAS-M5] > [Details] > [Physical Drive Info]に移動して、ドライブの種類、製造
元、およびファームウェアバージョンをメモします。

ステップ 8 現在の BIOS、CIMC、SAS HBA、およびドライブのファームウェアバージョンと、Cisco HyperFlex Edge
とファームウェアの互換性マトリックスに記載されているバージョンを比較します。

ステップ 9 最小バージョンを満たしていない場合、互換性マトリックスのHostUpdateUtility（HUU）ダウンロードリ
ンクを基に、システムで実行中のファームウェアのバージョン（Cisco仮想インターフェイスカード（VIC）、
PCIアダプタ、RAIDコントローラ、ドライブ（HDD/SSD）ファームウェアを含む）をアップグレードし
ます。Cisco HUUユーザガイドの最新および以前のリリースは、http://www.cisco.com/c/en/us/support/
servers-unified-computing/ucs-c-series-rack-servers/products-user-guide-list.htmlで確認できます。

Cisco HX Data Platformインストーラの導入
HXデータプラットフォームインストーラは、ESXiサーバと、VMwareワークステーション、
VMwareFusion、または仮想ボックスに展開できます。HyperFlexソフトウェアは、オープン仮
想アプライアンス（OVA）ファイル形式の導入可能な仮想マシンとして配布されます。VMware
vSphere（シック）クライアントを使用してHXData Platformインストーラを展開するには、次
の手順を使用します。

ステップ 1 HX Data Platformインストーラ OVAを Cisco.comからダウンロードし、このパッケージをローカルに保
存します。

ダウンロードしたバージョンが、展開に推奨されるバージョンと一致することを確認します。

ステップ 2 vSphereクライアントを使用して vCenterにログインします。

ステップ 3 [File] > [Deploy OVF Template]を選択します。

ステップ 4 [Deploy OVF Template]ウィザードの [Source]ページで、ソースの場所を指定して [Next]をクリックしま
す。

ステップ 5 [OVF Template Details]ページで、情報を確認して [Next]をクリックします。

ステップ 6 （オプション）[Name and Location]ページで、仮想アプライアンスの名前と場所を編集し、[Next]をク
リックします。

ステップ 7 [Host/Cluster]ページで、導入先のホストまたはクラスタを選択し、[Next]をクリックします。

ステップ 8 [Resource Pool]ページで、OVFテンプレートを実行するリソースプールを選択し、[Next]をクリックし
ます。
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ステップ 9 [Storage]ページで、導入した OVFテンプレートの保存先のデータストアを選択し、[Next]をクリックし
ます。

ステップ 10 [Disk Format]ページで、仮想マシンの仮想ディスクの保存ディスク形式を選択し、[Next]をクリックし
ます。

ステップ 11 [NetworkMapping]ページで、OVFテンプレートで指定されているネットワークごとに [DestinationNetwork]
列を右クリックし、インフラストラクチャのネットワークを選択して [Next]をクリックします。

ステップ 12 インストーラVMのOVFプロパティ（ホスト名、デフォルトゲートウェイ、DNSサーバ、IPアドレス、
サブネットマスク）を指定します。

または、DHCPで割り当てられるアドレス用にすべての OVFプロパティを空白のままにします。

ステップ 13 [Ready to Complete]ページで [Power On After Deployment]を選択し、[Finish]をクリックします。

1GEスイッチの設定に適用

HyperFlexクラスタの設定

ステップ 1 Webブラウザでインストーラ VMの IPアドレスを入力し、[Accept]または [Continue]をクリックして
SSL証明書エラーを回避します。

ステップ 2 ログイン画面の右下隅に表示される HyperFlexインストーラの [Build ID]を確認します。

ステップ 3 ユーザー名 rootとパスワード Cisco123を使用して Cisco HX Data Platformにログインします。

システムは、デフォルトのパスワード [Cisco123]で出荷されますので、インストール中にこれ
を変更する必要があります。HyperFlexオンプレミスインストーラでは、導入の一部としてルー
トパスワードを変更する必要があります。新しいパスワードを指定しない限り、インストール

を続行できません。設定の手順のこの時点で、新しいパスワードを使用します。

重要

ステップ 4 エンドユーザライセンス契約を確認し、[I accept the terms and conditions]をオンにして [Login]をクリッ
クします。

ステップ 5 [Workflow]ページで、[Cluster Creation with HyperFlex Edge]をクリックします。

ステップ 6 クラスタ作成を実行するために、必要な設定データとともに JSON configurationファイルをインポートす
ることもできます。次の 2つの手順は、JSONファイルをインポートする場合はオプションです。イン
ポートしない場合には、データを必須フィールドに手動で入力できます。

初めてのインストールでは、ファクトリプレインストール JSONファイルの調達についてシス
コの担当者に問い合わせてください。

1. [Select a file]をクリックして、使用する JSONファイルを選択して設定をロードします。
[Use Configuration]を選択します。

2. インポートした Cisco UCS Managerの値が異なる場合は、[Overwrite Imported Values]ダイア
ログボックスが表示されます。[Use Discovered Values]を選択します。

（注）
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ステップ 7 [Credentials]ページで次のフィールドに値を入力し、[Continue]をクリックします。

説明名前

Cisco IMCクレデンシャル

Cisco IMCユーザー名。デフォルトのユーザ名は adminです。Cisco IMCユーザー名

CIMCパスワード。デフォルトのパスワードは passwordです。Password

vCenterクレデンシャル（vCenter Credentials）

vCenterサーバの FQDNまたは IPアドレス。vCenterのルートレベル管
理者権限があるアカウントを使用する必要があります。

vCenterサーバ

管理者ユーザ名。ユーザ名

管理者パスワード。Admin Password

[Hypervisor Credentials]

管理者ユーザ名。デフォルトのユーザ名は rootです。Admin User Name

デフォルトのパスワードは Cisco123です。

システムは、デフォルトのパスワード [Cisco123]で出荷され
ますので、インストール中にこれを変更する必要があります。

ユーザーが入力した新しいパスワードを指定しない限り、イ

ンストールを続行できません。

重要

ハイパーバイザパスワード

次のスクリーンショットを参照して、このページのフィールドに入力してください。
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ステップ 8 [IP Addresses] ページで、サーバごとに割り当てられたアドレスを入力します。

説明名前

Cisco IMCのIPアドレスCisco IMC

ハイパーバイザの管理 IPハイパーバイザ

ストレージコントローラの管理 IPストレージコントローラ

クラスタ管理 IPアドレスクラスタの IPアドレス

クラスタ管理のサブネットマスクサブネットマスク

クラスタ管理 IPのゲートウェイ IPアドレスゲートウェイ

次のスクリーンショットを参照して、このページのフィールドに入力してください。
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ステップ 9 [クラスタ設定 (Cluster Configuration)]ページで次のフィールドに値を入力し、[続行 (Continue)]をクリッ
クします。

導入前ワークシートを使用してすべてのフィールドに値を入力します。（注）

説明名前

Cisco HX Cluster

HyperFlexストレージクラスタの名前（ユーザが指
定した名前）。

クラスタ名

3.xビルドの場合、レプリケーション係数は 2に固
定されます。

HXEdge展開用のレプリケーション係数2に設定す
る必要があります。レプリケーションファクタ 3
は HX Edge導入にはサポートされていません。

レプリケーションファクタ

Controller VM

コントローラ VMのデフォルトパスワードはあり
ません。ユーザーはこのフィールドを設定する必要

があります

Create Admin Password

管理者パスワードを確認します。Confirm Admin Password

[vCenter Configuration]
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説明名前

HyperFlexホストが追加された vCenterデータセン
ターの名前。

vCenterデータセンター名（vCenter Datacenter
Name）

HyperFlexホストが追加された vCenterクラスタの
名前。

vCenter Cluster Name

システムサービス

各 DNSサーバの IPアドレスのカンマ区切りリス
ト。

DNS Server(s)

各 NTPサーバの IPアドレスのカンマ区切りリス
ト。

信頼性の高い NTPサーバが必要です。重要

NTP Server(s)

コントローラ VMのローカルタイムゾーン。Time Zone

[Connected Services]

オンにして、接続サービスを有効にします。

接続サービスを有効にして Cisco TACに
メールアラートを送信できるようにする

ことを強く推奨します。

（注）

[Enable Connected Services]（推奨）

サービス要求通知を受信する電子メールアドレス。チケット通知の送信先：例：admin@cisco.com

Advanced Networking

トランクポートを使用している場合は、適切な

VLANタグを入力します。VLANタグは、トラン
クモードを使用する場合は異なる必要があります。

アクセスポートを使用している場合は、両方の

VLANタグに 0を入力します。

トランクポートを使用している場合は、

0を入力しないでください。
（注）

Management VLAN Tag

Data VLAN Tag

自動的に挿入されたvSwitch名を変更しないでくだ
さい。

Management vSwitch

Data vSwitch

Advanced Configuration
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説明名前

このチェックボックスをオフにして、HyperFlex
Edge展開で標準サイズのパケットが使用されるよ
うにする必要があります。ネットワーク構成によっ

ては、必要に応じて10/25GE展開のジャンボフレー
ムを有効にすることができます。導入を容易にする

ため、このオプションをオフにすることをお勧めし

ます。

Enable Jumbo Frames on Data Network

HXストレージクラスタの各ノードから既存のデー
タとパーティションをすべて削除する場合はオンに

します。たとえば、以前にもクラスタにソフトウェ

アをインストールしている場合などにオンにしま

す。

Clean up disk partitions

VDI導入を最適化する場合はオンにします。Optimize for VDi only deployment

Cisco TACからの指示がある場合にのみ、この
フィールドに値を入力します。

vCenter Single-Sign-On Server

次のスクリーンショットを参照して、このページのフィールドに入力してください。
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ステップ 10 導入が完了すると、[Summary Deployment]ページに導入の詳細に関する概要が表示されます。

次のタスク

HX Data Platform Plug-inのインストールを確認します。Cisco HX Data Platformソフトウェアの
インストールの確認（44ページ）を参照してください

Cisco HX Data Platformソフトウェアのインストールの確認

ステップ 1 vSphere Web Clientを起動して、管理者として vCenter Serverにログインします。

ステップ 2 [vCenter Inventory Lists]で、Cisco HX Data Platformが表示されていることを確認します。

CiscoHXData Platformのエントリが表示されない場合は、vCenterからログアウトしてブラウザを閉じ、再
度ログインします。ほとんどの場合はこの操作で問題が解決します。

vCenterからログアウトしても問題が解決しない場合は、vSphere Web Clientの再起動が必要な可能性があ
ります。VCSAに SSH接続して service vsphere-client restartを実行します。Windows vCenterの場合
は、MMCのサービスページで VMware vSphere Web Clientを再起動します。

ステップ 3 新しいクラスタがオンラインであり登録済みになっていることを確認します。

10GEスイッチの設定に適用

(10/25GEのみ)設定スクリプトの実行
次の手順を使用して設定スクリプトを実行し、10/25GEEdge展開の最初の段階を開始します。

実行設定スクリプトは、3.5.xリリースおよびそれ以前のすべてのリリースに必要な手順です。（注）

ステップ 1 インストーラ VMに SSH接続します。

ステップ 2 ~ #hx_edgeコマンドを実行し、設定スクリプトを開始します。

ステップ 3 インタラクティブモードで続行するには、yを入力します。

ステップ 4 画面に表示される指示に従って、インストールを完了します。

ステップ 5 すべての情報を入力して確定したら、yと入力し、Enterを押します。10/25GE Edge展開の最初の段階が始
まります。
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ステップ 6 設定タスクが完了するまでには、数分間かかります。さまざまなタスクの完了ステータスを確認するには、
概要ビューを確認します。

(10/25GEのみ) HyperFlexクラスタの設定

ステップ 1 Webブラウザでインストーラ VMの IPアドレスを入力し、[Accept]または [Continue]をクリックして
SSL証明書エラーを回避します。

ステップ 2 ログイン画面の右下隅に表示される HyperFlexインストーラの [Build ID]を確認します。

ステップ 3 ユーザ名 rootとパスワード Cisco123を使用して、Cisco HX Data Platformインストーラにログインしま
す。

システムは、デフォルトのパスワード [Cisco123]で出荷されますので、インストール中にこれ
を変更する必要があります。HyperFlexオンプレミスインストーラでは、導入の一部としてルー
トパスワードを変更する必要があります。新しいパスワードを指定しない限り、インストール

を続行できません。設定の手順のこの時点で、新しいパスワードを使用します。

重要

ステップ 4 エンドユーザライセンス契約を確認し、[I accept the terms and conditions]をオンにして [Login]をクリッ
クします。

ステップ 5 [Workflow]ページで、[Cluster Creation with HyperFlex Edge]をクリックします。

ステップ 6 [Credentials]ページで次のフィールドに値を入力し、[Continue]をクリックします。

説明名前

vCenterクレデンシャル（vCenter Credentials）

vCenterサーバのFQDNまたは IPアドレス。vCenter
のルートレベル管理者権限があるアカウントを使

用する必要があります。

vCenterサーバ

管理者ユーザ名。ユーザ名

管理者パスワード。Admin Password

CIMC Credentials

CIMCユーザ名。デフォルトのユーザ名はadminで
す。

CIMC User Name

CIMCパスワード。デフォルトのパスワードは
passwordです。

Password

[Hypervisor Credentials]

管理者ユーザ名。デフォルトのユーザ名は rootで
す。

Admin User Name
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説明名前

デフォルトのパスワードは Cisco123です。

システムは、デフォルトのパスワード

[Cisco123]で出荷されますので、インス
トール中にこれを変更する必要がありま

す。ユーザーが入力した新しいパスワー

ドを指定しない限り、インストールを続

行できません。

重要

Admin Password

ステップ 7 [IPアドレス (IP Addresses)]ページで、サーバごとに割り当てられたアドレスを入力します。

説明名前

Cisco IMCのIPアドレスCisco IMC

ハイパーバイザの管理 IPハイパーバイザ

ストレージコントローラの管理 IPストレージコントローラ

クラスタ管理 IPアドレスクラスタの IPアドレス

クラスタ管理のサブネットマスクサブネットマスク

クラスタ管理 IPのゲートウェイ IPアドレスゲートウェイ

ステップ 8 [クラスタ設定 (Cluster Configuration)]ページで次のフィールドに値を入力し、[続行 (Continue)]をクリッ
クします。

導入前ワークシートを使用してすべてのフィールドに値を入力します。（注）

説明名前

Cisco HX Cluster

HyperFlexストレージクラスタの名前（ユーザが指
定した名前）。

クラスタ名

HyperFlex Edge導入用に、リプリケーションファ
クタは 2に固定されています。

HX Edge導入用のレプリケーションファ
クタ 2を選択する必要があります。レプ
リケーションファクタ 3はHX Edge導入
にはサポートされていません。

重要

Replication Factor

Controller VM
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説明名前

デフォルトのパスワードは Cisco123です。

システムは、デフォルトのパスワード

[Cisco123]で出荷されますので、インス
トール中にこれを変更する必要がありま

す。ユーザーが入力した新しいパスワー

ドを指定しない限り、インストールを続

行できません。

重要

Create Admin Password

管理者パスワードを確認します。Confirm Admin Password

[vCenter Configuration]

HyperFlexホストが追加された vCenterデータセン
ターの名前。

vCenterデータセンター名（vCenter Datacenter
Name）

HyperFlexホストが追加された vCenterクラスタの
名前。

vCenter Cluster Name

システムサービス

各 DNSサーバの IPアドレスのカンマ区切りリス
ト。

DNS Server(s)

各 NTPサーバの IPアドレスのカンマ区切りリス
ト。

信頼性の高い NTPサーバが必要です。重要

NTP Server(s)

コントローラ VMのローカルタイムゾーン。Time Zone

自動サポート

自動サポートを有効にする場合にオンにします。

自動サポートを有効にして Cisco TACに
メールアラートを送信できるようにする

ことを強く推奨します。

（注）

Enable Auto Support (Recommended)

サービス要求通知を受信する電子メールアドレス。サービスチケット通知をに送信します (例:
name@company.com)。

ステップ 9 [高度なクラスタ設定 (Advanced Cluster Configuration)]ページで次のフィールドに値を入力し、[開始
(Start)]をクリックします。

説明名前

Advanced Networking
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説明名前

10/25GEのラジオボタンをオンにします。[MACア
ドレスプレフィックス (MAC Address Prefix)]
フィールドが表示されます。MACアドレスプレ
フィックスを設定します。

MACアドレスプレフィックスは、Cisco
VICの仮想インターフェイスに一意の
MACアドレスを割り当てるために使用さ
れます。既存のネットワーク機器と重複

しないように、一意の範囲を選択してく

ださい。

（注）

アップリンクスイッチの速度

トランクポートを使用している場合は、適切な

VLANタグを入力します。VLANタグは、トラン
クモードを使用する場合は異なる必要があります。

アクセスポートを使用している場合は、両方の

VLANタグに 0を入力します。

トランクポートを使用している場合は、

0を入力しないでください。
（注）

Management VLAN Tag

Data VLAN Tag

自動的に挿入されたvSwitch名を変更しないでくだ
さい。

Management vSwitch

Data vSwitch

Advanced Configuration

10/25G展開のジャンボフレームを有効にするには、
チェックを付けます。

Enable Jumbo Frames on Data Network

HXストレージクラスタの各ノードから既存のデー
タとパーティションをすべて削除する場合はオンに

します。たとえば、以前にもクラスタにソフトウェ

アをインストールしている場合などにオンにしま

す。

Clean up disk partitions

VDI導入を最適化する場合はオンにします。Optimize for VDi only deployment

Cisco TACからの指示がある場合にのみ、この
フィールドに値を入力します。

vCenter Single-Sign-On Server

すべてのクラスタ設定タスクの進捗状況は、[Progress]ページで確認します。導入が完了するまでに 20
～ 45分かかります。

ステップ 10 導入が完了すると、[Summary Deployment]ページに導入の詳細に関する概要が表示されます。
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次のタスク

HX Data Platform Plug-inのインストールを確認します。Cisco HX Data Platformソフトウェアの
インストールの確認（44ページ）を参照してください

HX Connectへのログイン
Cisco HyperFlex Connectは、HX Storage Clusterモニタリングへの HTML5ベースのアクセス、
およびレプリケーション、暗号化、データストア、および仮想マシンのタスクを提供します。

この手順では、HX Connectの起動およびログインの概要を説明します。HX Connectへのログ
イン手順の詳細については、『Cisco HyperFlexデータプラットフォーム管理者ガイド』を参
照してください。

ステップ 1 任意のブラウザで https://Cluster_IP/またはhttps://FQDNにアクセスして、HX Connect UIを起
動します。

ステップ 2 次のクレデンシャルでログインします。

•ユーザ名—admin
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•パスワード—クラスタのインストール中に設定されたパスワードを使用します。

次のタスク

HyperFlexクラスタが実稼働で使用できるようになる前に、インストール後のスクリプトを実
行します。1GEと10/25GEのどちらのスイッチ設定を実行しているかに応じて、次を参照して
ください。

•（1 GbEのみ）インストール後のスクリプトの実行 （51ページ）

• (10/25GEのみ)インストール後のスクリプトの実行 （52ページ）
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第 5 章

インストール後のタスク

•（1 GbEのみ）インストール後のスクリプトの実行 （51ページ）
• (10/25GEのみ)インストール後のスクリプトの実行 （52ページ）
• vMotionの設定（53ページ）

（1 GbEのみ）インストール後のスクリプトの実行

ステップ 1 Webブラウザで http://<installer VM IP address>/msshに移動し、ユーザ名 rootとパスワード
でログインして、~#post_install.pyを実行します。

ステップ 2 Enterを押して、Webベースの SSHウィンドウでインストール後のタスクを開始します。

インストール後のスクリプトの実行時に、次のオプションが表示されます。

Select post_install workflow-

1. New/Existing Cluster
2. Expanded Cluster
3. Generate Certificate

Note: Workflow No.3 is mandatory to have unique SSL certificate in the cluster.
By Generating this certificate, it will replace your current certificate.
If you're performing cluster expansion, then this option is not required.

要件ごとに次のいずれかのオプションを選択します。

• 1:新しく作成されたクラスタまたは既存のクラスタでインストール後スクリプトを実行します。この
オプションを選択すると、スクリプトはクラスタ内のすべてのノードでインストール後の操作を実行

します。

• 2:拡張ワークフローを実行した後、拡張ノードまたは新しく追加されたノードでインストール後スク
リプトを実行します。このオプションを選択すると、スクリプトは拡張されたノードのリストを取得

し、拡張されたノードでインストール後の操作を実行します。

• 3:クラスタ内に固有の SSL証明書を設定します。このオプションを選択すると、現在の証明書が新し
く作成された SSL証明書に置換されます。このオプションは、クラスタの拡張には必要ありません。

ステップ 3 画面の指示に従って、インストールを完了します。
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post_installスクリプトによって以下の操作が実行されます。

• vCenterホストへのライセンス付与。

•ベストプラクティスに基づくクラスタの HA/DRSの有効化。

• vCenterでの SSH/シェル警告の抑制。

•ベストプラクティスに沿った VMotionの設定。

•ゲスト VLAN/ポートグループの追加。

• HyperFlex Edge設定のチェックの実行。

Post_installワークフローが正常に完了すると、選択したオプションに基づいて実行された設定の概要が
[Cluster summary (クラスタ概要)]の下に表示されます。

(10/25GEのみ)インストール後のスクリプトの実行

ステップ 1 Webブラウザで http://<installer VM IP address>/msshに移動し、ユーザ名 rootとパスワード
でログインして、~#post_installを実行します。

ステップ 2 Enterを押して、Webベースの SSHウィンドウでインストール後のタスクを開始します。

インストール後のスクリプトの実行時に、次のオプションが表示されます。

Select post_install workflow-

1. New/Existing Cluster
2. Expanded Cluster
3. Generate Certificate

Note: Workflow No.3 is mandatory to have unique SSL certificate in the cluster.
By Generating this certificate, it will replace your current certificate.
If you're performing cluster expansion, then this option is not required.

要件ごとに次のいずれかのオプションを選択します。

• 1:新しく作成されたクラスタまたは既存のクラスタでインストール後スクリプトを実行します。この
オプションを選択すると、スクリプトはクラスタ内のすべてのノードでインストール後の操作を実行

します。

• 2:拡張ワークフローを実行した後、拡張ノードまたは新しく追加されたノードでインストール後スク
リプトを実行します。このオプションを選択すると、スクリプトは拡張されたノードのリストを取得

し、拡張されたノードでインストール後の操作を実行します。

• 3:クラスタ内に固有の SSL証明書を設定します。このオプションを選択すると、現在の証明書が新し
く作成された SSL証明書に置換されます。このオプションは、クラスタの拡張には必要ありません。

ステップ 3 画面の指示に従って、インストールを完了します。
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post_installスクリプトによって以下の操作が実行されます。

• vCenterホストへのライセンス付与。

•ベストプラクティスに基づくクラスタの HA/DRSの有効化。

• vCenterでの SSH/シェル警告の削除。

•ベストプラクティスに沿った VMotionの設定。

•新しい VMポートグループの追加。

• HyperFlex Edgeヘルスチェックを実行します。

Post_installワークフローが正常に完了すると、選択したオプションに基づいて実行された設定の概要が
[Cluster summary (クラスタ概要)]の下に表示されます。

vMotionの設定

vMotionの自動設定
post_installスクリプトにより、ネットワークトポロジに基づいて VMotionが自動的に設定
されます。

1GEシングルスイッチの考慮事項

•自動設定でサポートされるのは、トランクポート、および専用 VMotion VLANを使用す
る設定のみです。

•アクセスポートまたは共有VMotionVLANを使用する場合は、既存の管理VMKernelポー
ト（vmk0）で VMotionを手動で設定する必要があります。

• VMotionは、1GE管理および VMネットワークアップリンクで共有されます。

• VMotionによってリンクが完全な飽和状態にならないように、デフォルトの 500 Mbpsト
ラフィックシェーパーで新しい VMKernelポート（vmk2）が作成されます。このデフォ
ルト値は、post_installの実行後に変更できます。トラフィックシェーピングの手動設定

（54ページ）を参照してください。

1GEデュアルスイッチの考慮事項

• VMotionは専用の 1GEアップリンクで設定されます。

•新しいVMKernelポート（vmk2）が作成されます。通常のネットワーク状態でストレージ
データと VMotionが分離されるように、フェールオーバー順序が自動設定されます。

•この設定では、トラフィックシェーパーは不要です。
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10/25GEスイッチの考慮事項

• VMotionvMotionは、専用の vMotion vSwitch上で専用のアクティブ/スタンバイ vNICと共
に設定されています。

•新しいVMKernelポート（vmk2）が作成されます。通常のネットワーク状態でストレージ
データと VMotionが分離されるように、フェールオーバー順序が自動設定されます。

•この設定ではトラフィックシェーパーは必要ありませんが、帯域幅は管理、VMotion、お
よびゲスト VMポートグループで共有されます。ネットワーク要件に応じて、オプショ
ンのトラフィックシェーパーを適用することができます。

vMotionの手動設定
VMotionは、環境のニーズに合わせてさまざまな方法で設定できます。このタスクでは可能な
設定を 1つ取り上げますが、この手順ではそれ以外の設定も予期されるとともに許可されま
す。

この設定では、ポート 1でトランキングされる固有の VLANを VMotionに使用します。

ステップ 1 vSphere Web Clientを起動して、管理者として vCenter Serverにログインします。

ステップ 2 [vCenter Inventory Lists]で HyperFlexホストをクリックして、[Manage > Networking] > [Virtual Switches]に
移動します。

ステップ 3 [Add Host Networking]をクリックします。

ステップ 4 [Add Network Wizard: Connection Type]ページで、[VMkernel]、[Next]の順にクリックします。

ステップ 5 [Use vswitch-hx-inband-mgmt]をクリックして [Next]をクリックします。

ステップ 6 固有の [Network Label]（vMotionなど）を入力して、正しい [VLAN ID]を入力し、[Use this port group for
vMotion]をオンにして [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Use the following IP settings]をクリックしてスタティック IPv4アドレスと [Subnet Mask]を入力し、[Next]
をクリックします。

ステップ 8 設定を確認して [Finish]をクリックします。

ステップ 9 すべてのHyperFlexホストと、HyperFlexストレージクラスタ内のコンピューティング専用ホストに対して
この手順を繰り返します。

トラフィックシェーピングの手動設定

共有アップリンクでのネットワークの輻輳を防ぐためのベストプラクティスは、VMotionイン
ターフェイスでトラフィックシェーピングを有効にすることです。トラフィックシェーパー

を設定しないと、VMotionトラフィックによって、同じ物理 1 GEポートを共有する管理トラ
フィックとVMゲストトラフィックが、このポートを使用できなくなります。VMwarevSphere
標準スイッチでは、出力トラフィックのシェーピングのみを設定できます。
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ステップ 1 vSphere Web Clientを起動して、管理者として vCenter Serverにログインします。

ステップ 2 [vCenter Inventory Lists]で HyperFlexホストをクリックして、[Manage > Networking] > [Virtual Switches]に
移動します。

ステップ 3 VMotionポートグループが含まれる vSwitchを選択します。

ステップ 4 VMotionポートグループ名をクリックして、[Edit Settings]（鉛筆アイコン）をクリックします。

ステップ 5 左側のメニューで [Traffic shaping]を選択します。

ステップ 6 オーバーライドボックスをオンにし、トラフィックシェーパーを有効にします。

ステップ 7 平均帯域幅とピーク帯域幅を、環境のニーズに対応した値に設定します。たとえば、1GEアップリンクで
使用可能な総帯域幅の 50%を表す 500,000 kbit/secを両方の帯域幅に使用できます。

ステップ 8 [OK]を選択して設定内容を保存します。

平均帯域幅を希望の設定値に設定するときには注意してください。ピーク帯域幅はバーストトラ

フィックにのみ機能し、VMotionの動作に対してはすぐに不足します。
（注）
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第 6 章

付録

•ネットワーク設定例（57ページ）

ネットワーク設定例

1GEシングルスイッチ

トランクポートを使用している Nexus 5548

vlan 101
name HX-MGMT

vlan 102
name HX-STORAGE

vlan 103
name HX-vMOTION

vlan 104
name HX-GUESTVM

…
interface Ethernet2/11
description HX-01-Port1
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 101-104
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/12
description HX-01-Port2
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 101-104
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/13
description HX-02-Port1
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 101-104
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/14
description HX-02-Port2
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 101-104
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/15
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description HX-03-Port1
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 101-104
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/16
description HX-03-Port2
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 101-104
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

トランクポートを使用している Catalyst 3850-48T

vlan 101
name HX-MGMT

vlan 102
name HX-STORAGE

vlan 103
name HX-vMOTION

vlan 104
name HX-GUESTVM

…
interface GigabitEthernet1/0/1
description HX-01-Port1
switchport trunk allowed vlan 101-104
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk
interface GigabitEthernet1/0/2
description HX-01-Port2
switchport trunk allowed vlan 101-104
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/3
description HX-02-Port1
switchport trunk allowed vlan 101-104
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk
interface GigabitEthernet1/0/4
description HX-02-Port2
switchport trunk allowed vlan 101-104
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/5
description HX-03-Port1
switchport trunk allowed vlan 101-104
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/6
description HX-03-Port2
switchport trunk allowed vlan 101-104
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

1GEデュアルスイッチ

トランクポートを使用している Nexus 5548
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この設定では、ネイティブ vlan 105を使用しているインバンド管理とともに DHCPを使用し
ます。このスイッチは両方の 1GE LOMに接続して、dhcp relayを使用します。

ip dhcp relay
…
interface Vlan105
ip address 10.1.2.1/24
ip dhcp relay address 10.1.1.2
no shutdown

vlan 101
name HX-MGMT

vlan 102
name HX-STORAGE

vlan 103
name HX-vMOTION

vlan 104
name HX-GUESTVM

vlan 105
name HX-DHCP-CIMC

…
interface Ethernet2/11
description HX-01-Port1
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/12
description HX-01-Port2
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/13
description HX-02-Port1
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/14
description HX-02-Port2
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/15
description HX-03-Port1
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/16
description HX-03-Port2
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000
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スイッチ #2で同じ設定を繰り返します。dhcp relayコマンドと interface Vlan 105コマンド

は削除します。

トランクポートを使用している Catalyst 3850-48T

この設定では、vlan 105に静的に割り当てられている CIMC IPを使用します。すべてのトラ
ンクインターフェイスですべてのvlansが許可されます。セキュリティ上の理由から、すべて

のポート設定に switchport trunk allowed vlanステートメントを追加し、VLANを HyperFlex
の導入に必要なものに限定することを推奨します。

vlan 101
name HX-MGMT

vlan 102
name HX-STORAGE

vlan 103
name HX-vMOTION

vlan 104
name HX-GUESTVM

vlan 105
name HX-CIMC

…
interface GigabitEthernet1/0/1
description HX-01-Port1
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/2
description HX-01-Port2
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/3
description HX-02-Port1
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/4
description HX-02-Port2
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/5
description HX-03-Port1
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/6
description HX-03-Port2
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

スイッチ #2で同じ設定を繰り返します。

10GEデュアルスイッチ

トランクポートを使用している Nexus 9000

vlan 101
name HX-MGMT
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vlan 102
name HX-STORAGE

vlan 103
name HX-vMOTION

vlan 104
name HX-GUESTVM

vlan 105
name HX-DHCP-CIMC

...
interface Ethernet1/35
description M5-Edge-Node1-VIC1
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk

interface Ethernet1/36
description M5-Edge-Node1-VIC2
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk

interface Ethernet1/37
description M5-Edge-Node2-VIC1
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk

interface Ethernet1/38
description M5-Edge-Node2-VIC2
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk

interface Ethernet1/39
description M5-Edge-Node3-VIC1
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk

interface Ethernet1/40
description M5-Edge-Node3-VIC2
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk

トランクポートを使用している Catalyst 9300

vlan 101
name HX-MGMT

vlan 102
name HX-STORAGE

vlan 103
name HX-vMOTION

vlan 104
name HX-GUESTVM

vlan 105
name HX-CIMC

…
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interface GigabitEthernet1/0/1
description M5-Edge-16W9-LOM1
switchport trunk allowed vlan 101-105
switchport mode trunk
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/2
description M5-Edge-16W9-LOM2
switchport trunk allowed vlan 101-105
switchport mode trunk
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/3
description M5-Edge-16UQ-LOM1
switchport trunk allowed vlan 101-105
switchport mode trunk
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/4
description M5-Edge-16UQ-LOM2
switchport trunk allowed vlan 101-105
switchport mode trunk
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/5
description M5-Edge-05G9-LOM1
switchport trunk allowed vlan 101-105
switchport mode trunk
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/6
description M5-Edge-05G9-LOM2
switchport trunk allowed vlan 101-105
switchport mode trunk
spanning-tree portfast trunk
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